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資料１－１

１．高潮について

■高潮

○高潮は台風や発達した低気圧が通過するとき、潮位が大きく上昇する現象
○高潮は、主に【吸い上げ効果】と【吹き寄せ効果】が原因となって起こる

【吸い上げ効果】（図１のA の部分）
台風や低気圧の中心では気圧が周辺より低いた
め、気圧の高い周辺の空気は海水を押し下げ、中
心付近の空気が海水を吸い上げるように作用する
結果、海面が上昇します。気圧が1 ヘクトパスカル
（hPa）下がると、潮位は約1 センチメートル上昇す
ると言われている。

【吹き寄せ効果】（図１のB の部分）
台風や低気圧に伴う強い風が沖から海岸に向かって吹くと、
海水は海岸に吹き寄せられ、海岸付近の海面が上昇します。
この効果による潮位の上昇は風速の2 乗に比例し、風速が2 
倍になれば海面上昇は4 倍になります。
また遠浅の海や、風が吹いてくる方向に開いた湾の場合、地
形が海面上昇を助長させるように働き、特に潮位が高くなる。

実際の潮位

天文潮位（平常の潮位）

偏差（実際の潮位
と天文潮位との差）

観測潮位（イメージ）
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２．台風第21号の気象・高潮被害について

■既設観測点データによる実測

潮位 ○神戸、西宮、尼崎において既往最高潮位（第二室戸台風）を更新した。
○最高潮位は尼崎が最も高く、湾奥につれて高くなる傾向

２．台風第21号の気象・高潮被害について
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■既設観測点データによる実測

風速・風向
○神戸空港：最大風速は34.6m/s（風向：南南西）、最大瞬間風速は45.3m/s（風向：南南西）
○9/4の14時頃に最も席巻し、風向は東系から南系に変化した。
波浪
○神戸波浪観測所において、既往最大の有義波高を更新。（9/4の14:20最大有義波高4.72m）

２．台風第21号の気象・高潮被害について

【風速・風向】

【波浪】

尼崎検潮所

姫路検潮所 江井検潮所

西宮検潮所

急激な潮位
上昇

急激な潮位
上昇

神戸検潮所

津居山検潮所

急激な潮位
上昇

２．台風第21号の気象・高潮被害について

■県内検潮所実測データ

○神戸～尼崎間で急激な潮位上昇となった。
・神戸： 14:09にTP.2.33mと既往最高潮位（TP.2.30m）を上回る最高潮位を記録。
・西宮： 14:15にTP.3.24mと既往最高潮位（TP.2.64m）を上回る最高潮位を記録。
・尼崎： 14:15にTP.3.53mと既往最高潮位（TP.2.96ｍ）を上回る最高潮位を記録。
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数値下段の（）書きは観測地点
※1：平滑潮位
※2：観測時刻の前10分間の平均値

■４大台風との比較

台風 年月日
最高潮位※１

(cm)
最低気圧
(hpa)

平均最大風速※２

(m／s)

台風21号 平成30年9月4日

T.P.+353
(14:15)
(尼崎港) 955

(14:00 神戸市)

35.2
(南南西 14:08)
(尼崎港)

T.P.+324
(14:15)
(西宮港)

26.2
(南西 14:08)
(西宮港)

第2室戸
台風

昭和36年9月16日
T.P.+296
(尼崎港)

939.9
(尼崎港)

34.6
(尼崎港)

室戸
台風

昭和9年9月21日
954

(尼崎港)
48

(尼崎港)

ジェーン
台風

昭和25年9月3日
T.P.+270
(尼崎港)

964.3
(尼崎港)

33.4
(尼崎港)

伊勢湾
台風

昭和34年9月26日
960.3
(神戸市)

29.3
(神戸市)

○過去に大阪湾沿岸で甚大な被害をもたらした４大台風と比較して、最低気圧、平均最大風速とも
同規模レベルの数値を記録。

２．台風第21号の気象・高潮被害について

２．台風第21号の気象・高潮被害について

■被災状況

○台風第21号による高潮で、大阪湾において広範囲に被害をもたらした。
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２．台風第21号の気象・高潮被害について

■被災状況

○港湾施設では、コンテナの散乱、ガントリークレーンの損傷、電気設備、船舶の乗上げによる防
波堤の損壊、ふ頭施設での車両火災等の被害があった。

六甲アイランド南西 六甲アイランド南東 甲子園浜沖

甲子園浜神戸港（小野浜町） 鳴尾浜

２．台風第21号の気象・高潮被害について

■被災状況

○堤内地では、床上・床下浸水、施設等の被害があった。

南芦屋浜 鳴尾浜 甲子園枝川町

宮川（芦屋市） 高橋川（神戸市東灘区）

⑯浸水状況 ⑲浸水状況 ⑳施設被害（枝川浄化ｾﾝﾀｰ）

⑰浸水状況 ⑱浸水状況
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３．大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会・部会での検討状況について

■委員会・部会

○国では、大阪湾内の港湾や沿岸部における人命の安全確保及び施設の被害の軽減、物流・生
産機能の維持に関する方策を検討するため,学識経験者や行政関係者等からなる委員会を設置
○県・神戸市では、神戸港及び尼崎西宮芦屋港で被災原因の究明、高潮対策の見直し等を検討
するため、上記の委員会の下に各部会を設置（委員長・部会長：青木大阪大学大学院教授）

大阪湾港湾等における高潮対策
検討委員会（近畿地方整備局）

神戸港部会（神戸市）

尼崎西宮芦屋港部会（兵庫県）

港湾における高潮リスク低減方策検討委員会

第1回 H30年9月19日 ・台風第21号の概要と被害
第2回 H30年12月18日 ・台風第21号被害の検証

・高潮対策の検討に向けた視点 等
※年度内に最終とりまとめ

第1回 H30年9月27日 ・台風第20、21号の被害
第2回 H30年12月4日 ・波浪の再現、浸水のメカニズム 等
※年度内にとりまとめ

第1回 H30年10月11日 ・台風第21号の概要と被害
第2回 H30年12月26日 ・波浪の再現

・高潮対策案の検討 等
第3回 H30年2月15日 ・とりまとめ

大阪港部会（大阪市）

堺泉北港部会（大阪府）

※高橋川、宮川は尼崎西宮芦屋港部
会で検討

３．大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会・部会での検討状況について

■尼崎西宮芦屋港等における課題と検討内容

課 題

防潮堤等よりも陸側（堤
内地）が浸水

①整備済区間等での浸水
②一部の未整備区間等で
の浸水

検討（案）

①浸水原因の究明
・浸水した箇所毎等での潮位・波高再現シミュレーションの実施
・施設状況(整備済・未整備区間、施設の経年沈下・老朽度合等)
の把握
⇒ア）想定以上の高潮または高波が越流・越波
イ）潮位上昇により内水が排水できず氾濫
ウ）施設の未整備箇所等で浸水

②高潮対策の見直し検討
ア）高潮または高波の外力の考え方
イ）内水排除対策に向けた対応
ウ）未整備箇所等の解消に向けた対応

【潮位・波高再現シミュレーションの進め方】
①高潮・波浪の外力の設定
（台風第21号による沖波波浪、潮位については委員会で設定した諸元を使用）

・防潮堤等前面における波高の計算、潮位の設定
②越波流量の推算
・防潮堤等前面における越波流量の推算
③浸水シミュレーションの実施
・平面二次元モデルによる浸水計算
④浸水の再現性の検討
・最大浸水範囲・最大浸水深の計算結果と浸水実績の比較
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３．大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会・部会での検討状況について

■尼崎西宮芦屋港部会での検討状況

詳細な箇所毎での潮位・高波再
現シミュレーション

第２回検討委員会
・大阪湾での潮位・波浪の再現

施設状況の把握

浸水原因の検証

高潮浸水想定の検討課題

避難情報、水防体制の検討課題

高潮対策の見直し
・高潮または高波の外力の
考え方
・内水排除対策に向けた対応
・未整備箇所等の解消に向け
た対応 等

避難情報、水防体制の今後の
あり方

高潮浸水想定の今後の進め方

第３回検討委員会
・今後の大阪湾港湾等における高潮対策

第２回部会 第３回部会(年度内に開催）
とりまとめ

高潮対策の見直しの提案

３．大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会・部会での検討状況について

■河川における水位再現シミュレーション

①河川流量（ハイドログラフ）は実績雨量による河川の流出計算結果、もしくは実績水位からの
換算値とする。
②河口に潮位の時系列値を、河川上流端には上記河川流量を与え、一次元不定流計算を実施し、
河川水位を算出する。（河道からの溢水は考慮しない）
③波浪変形計算による波高の１／２を加え、再現水位とする。

流量

時間

潮位
H30年9月4日潮位

河口 上流

河川水位波
高

河川流量

潮
位

H30年9月4日雨量
再現水位

流量

時間

潮位
H30年9月4日水位

水
位

水位局で水位を実測した結果

流量

時間

○流量の時間的変化を示す

グラフ

水面が波打つ様子(高橋川H30.9.4 14:40頃)

波高
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３．大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会・部会での検討状況について

■高橋川の潮位・高波再現シミュレーション

○浸水原因は越流による浸水
・現地調査結果や映像等から一部堤防及び橋梁部等からの溢水を確認
・溢水が発生した時間帯は、潮位が高くなる一方で、河川流量が減少していることから、浸水原
因は高潮および高波であると考えられる

３．大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会・部会での検討状況について

■高橋川の潮位・高波再現シミュレーション

○浸水原因は越流による浸水
・現地調査結果や映像等から一部堤防及び橋梁部等からの溢水を確認
・溢水が発生した時間帯は、潮位が高くなる一方で、河川流量が減少していることから、浸水原
因は高潮および高波であると考えられる
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３．大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会・部会での検討状況について

■宮川の潮位・高波再現シミュレーション

○浸水原因は越流による浸水
・現地調査結果や映像等から一部堤防及び橋梁部からの溢水を確認
・溢水が発生した時間帯は、潮位が高くなる一方で、河川流量が減少していることから、浸水原
因は高潮および高波であると考えられる

３．大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会・部会での検討状況について

■宮川の潮位・高波再現シミュレーション

○浸水原因は越流による浸水
・現地調査結果や映像等から一部堤防及び橋梁部からの溢水を確認
・溢水が発生した時間帯は、潮位が高くなる一方で、河川流量が減少していることから、浸水原
因は高潮および高波であると考えられる
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３．大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会・部会での検討状況について

■台風第21号を踏まえた高潮対策案（尼崎西宮芦屋港部会）

①再度災害防止対策
浸水した地区（堤内地）について、浸水原因を踏まえ、台風第21号と同じ高潮・高波が来ても、
浸水被害を生じさせない対策を実施。
②高潮対策の見直し
台風第21号を踏まえ、今後、設計に用いる高潮・高波の外力の見直しを行い、浸水した地区以
外の対策にも生かす。

３．大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会・部会での検討状況について

■高潮対策見直しの方向性（尼崎西宮芦屋港部会）

○台風第21号の潮位は設計高潮位を下回ったものの、高波は現行の外力条件を大きく超えるも
のであった。
○このため、今後の設計に用いる沖波については、台風第２1号も含めた最新の推算データも
加味した50年確率波に見直す方向で検討する。

現行条件 台風第21号

潮
位

設計高潮位
西宮・芦屋：T.P.＋3.6m
尼崎 ：T.P.＋3.6m

最高潮位
西宮：T.P.＋3.24m
尼崎：T.P.＋3.53m

HWL T.P.＋0.9m

偏差 西宮・芦屋：2.7m
尼崎 ：3.0m

天文潮位 西宮：T.P.＋0.52m
尼崎：T.P.＋0.51m

偏差 西宮：2.72m
尼崎：3.02m

沖
波

4.07m
（50年確率・方向別の最大値）

5.18m
（波浪推算結果から算出した沖波・方向別の最大値）

○現行条件と台風第21号の比較
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４．宮川・高橋川の高潮対策（案）について

■高橋川・宮川の浸水対策案

○高橋川、宮川の必要堤防高さを検討し、平成31年度から工事着手
○堤防高が不足する区間は、堤防の嵩上げを基本に検討（堤防がない区間は新設）
○橋面高が不足する橋梁は、高潮時に橋梁の両岸に仮設の遮蔽板等の設置を検討（構
造・管理方法について、神戸市・芦屋市と調整）
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